
 ギ
ャ
ラ
リ
ー
仲
摩
通
信 

 

二
〇
二
五
年
一
、
二
月
合
併
号 

 

新
年
あ
け 

 

ま
し
て
お
め 

で
と
う
ご
ざ 

い
ま
す
。
昨 

年
も
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
仲
摩
通
信
」
を
ご
愛

顧
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

ガ
ラ
ス
芸
術
の
発
展
を
願
い
、
神
頼
み

の
想
い
で
ウ
ェ
ブ
を
検
索
し
て
ビ
ッ
ク

リ
！
何
と
ガ
ラ
ス
の
鳥
居
の
あ
る
神
社
が

あ
り
ま
し
た
。 

「
神
徳
稲
荷
神
社
」―

鹿
児
島
県
鹿
屋
市

に
あ
り
ま
す
。

墓
石
に
ガ
ラ

ス
、
納
戸
骨

堂
に
も
ガ
ラ

ス
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
お
参
り
し
た
い
で
す
ね
。 

 

今
号
で
は
、
相
原
孝
一
さ
ん
の
「
目
白

台
・
関
口
史
跡
め
ぐ
り
」
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
す
る
横
浜
美
術
館
他
の
ご
紹
介

を
致
し
ま
す
。
本
年
の
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

☆
記
憶
の
空
間
か
ら
想
い
巡
ら
す
地
域
愛

に
繋
げ
て
ゆ
き
た
い 

あ
な
た
は
、
地
域
愛
と
い
う
言
葉
を
聴

い
て
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
東
京
の
文
京
区
に
は
、

関
口
芭
蕉
庵
と
い
う
処
が
在
り
ま
す
が
、

隣
は
椿
山
荘
で
、
そ
の
隣
に
あ
る
関
口
台

町
小
学
校
が
私
の
母
校
で
す
。 

小
学
校
の
担
任
の
先
生
と
の
地
域
の
歴

史
を
学
ぶ
芭
蕉
庵
で
の
校
外
活
動
の
遥
か

昔
の
記
憶
が
、
い
つ
の
日
か
朧
気
な
が
ら

先
生
と
過
ご
し
た
同
窓
の
仲
間
と
ゆ
か
り

の
史
跡
巡
り
を
し
た
い
と
い
う
想
い
が
つ

の
り
、
想
い
出
の
か
け
ら
を
拾
い
集
め
て
、

掘
り
起
こ
し
て
、
今
と
の
繋
が
り
を
知
っ

て
、
ま
ち
の
歴
史
や
文
化
、
美
に
愛
着
や

誇
り
を
も
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
【
福
島
先

生
と
目
白
台
・
関
口
史
跡
巡
り
】
を
企
画
し

て
み
ま
し
た
。 

小
雨
に
け
む
る
街
並
み
の
実
施
当
日
、

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
年
）
十
一
月
二
十

一
日
の
朝
、
お
元
氣
な
九
十
二
歳
の
先
生

と
二
人
で
目
白
台
図
書
館
谷
山
館
長
に

『
こ
も
れ
び
』
（
開
館
四
十
周
年
記
念
誌
） 

を
今
回
の
参
加
者
の
た
め
に
頂
い
て
い
た

の
で
、
お
礼
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
閑
静
な
住
宅
街
に
佇
む
落
ち

着
い
た
図
書
館
で
、
地
域
資
料
の
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
あ
り
有
難
く
、
ぜ
ひ
寄
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

先
ず
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
高
田
老
松
町

（
現
目
白
台
）
の
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
湖

池
屋
跡
地
で
す
。
昭
和
三
十
年
代
に
目
白

通
り
沿
い
の
目
白
台
三
丁
目
バ
ス
停
の
斜

め
前
に
会
社
工
場
（
現
在
は
《
ま
い
ば
す

け
っ
と
》
店
舗
マ
ン
シ
ョ
ン
）
が
あ
り
ま

し
て
、
創
業
家
で
小
学
校
の
同
級
生
で
し

た
現
、
代
表
取
締
役
会
長
の
小
池
孝
氏
と

は
よ
く
遊
ん
だ
の
で
、
手
紙
を
出
し
ま
し

た
ら
、
今
回
の
レ
ジ
ュ
メ
の
た
め
に
ご
挨

拶
と
当
時
の
貴
重
な
写
真
を
ご
提
供
い
た

だ
き
ま
し
て
、
大
変
感
謝
致
し
て
お
り
ま

す
。
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
研
究
を
始
め
た

創
業
と
発
展
の
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
地
と

し
て
あ
り
、
成
増
工
場
に
移
転
後
に
日
本

で
初
め
て
の
量
産
化
の
製
造
ラ
イ
ン
へ
の

稼
働
へ
と
繋
が
っ
た
発
展
の
歴
史
を
知
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
は
図
画
工
作
が

好
き
で
し
た
が
、
記
憶
の
中
で
は
、
彼
が

描
い
た
絵
は
、
こ
ど
も
で
も
空
間
把
握
が

で
き
て
い
て
上
手
で
凄
い
驚
き
で
し
た
。 

 
次
に
先
生
に
と
っ
て
母
校
の
寮
で
し
た

お
茶
の
水
女
子
大
老
松
寮
跡
地
（
元
雲
照

寺
）
に
は
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七

年
）
の
地
図
と
寮
の
写
真
以
外
は
建
物
や

施
設
と
な
り
何
も
残
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
後
日
、
想
い
出
の
か
け
ら
を
観

つ
け
た
よ
う
で
し
た
。 

続
い
て
、
あ
の
村
上
春
樹
の
『
ノ
ル
ウ

ェ
イ
の
森
』
の
誕
生
し
た
和
敬
塾
の
な
か

に
あ
る
本
館
【
旧
細
川
侯
爵
邸
】〔
昭
和
十

一
年
（
一
九
三
六
年
）
建
造
で
東
京
都
指

定
有
形
文
化
財
〕
の
レ
ト
ロ
な
格
調
高
い

玄
関
を
く
ぐ
り
、
文
化
財
保
存
活
用
グ
ル

ー
プ
の
丸
山
修
司
氏
が
、
各
部
屋
を
ご
案

内
し
な
が
ら
細
川
家
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

建
物
の
造
り
、
建
具
等
の
秘
め
ら
れ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
熱
く
語
ら
れ
、
興
味
深
く
聴

か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

お
昼
に
な
り
ラ
ン
チ
に
向
か
う
道
で
、

和
敬
塾
の
寮
生
が
掃
除
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
た
ま
ち
の
銭
湯
【
月
の
湯
】〔
平
成
二

十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）
解
体
〕
の
前
を

通
る
と
一
月
に
亡
く
な
っ
た
東
京
音
大
声

楽
科
出
身
の
店
主
で
し
た
山
田
泰
江
さ
ん

の
歌
声
が
昔
な
が
ら
の
番
台
か
ら
聴
こ
え

て
く
る
よ
う
で
偲
ば
れ
ま
し
た
。 

会
食
ラ
ン
チ
は
、
古
代
の
大
形
建
物
跡
が

確
認
さ
れ
て
い
る
東
大
分
院
跡
地
〔
平
成

十
三
年
（
二
〇
〇
一
年
）
に
百
四
年
の
歴

史
を
経
て
閉
院
〕
に
残
っ
た
旧
守
衛
所
を

見
て
、
す
ぐ
脇
の
ビ
レ
ッ
ジ
・
マ
ル
シ
ェ

で
食
事
を
し
ま
し
た
。
病
院
か
ら
生
ま
れ

変
わ
っ
た
東
京
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
国
際
宿
舎
を
眺
め
て
い

る
と
、
我
が
家
か
ら
三
軒
先
に
お
住
ま
い

で
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
外
科
の

イヴァナ・シュラムコヴァー 

「大きなヘビ」 神徳稲荷神社 HPから 



 
名
医
で
し
た
林
田
先
生
（
故
人
）
家
族
と

の
近
所
付
き
合
い
を
思
い
起
こ
し
て
い
ま

し
た
。 

 

午
後
か
ら
、
東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ

ア
大
聖
堂
〔
設
計
：
丹
下
健
三
氏
（
故
人
）

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
年
）
落
成
〕

に
入
る
と
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
鳴
り
響

い
て
い
て
、
参
加
者
の
多
く
が
こ
の
教
会

の
【
み
そ
の
幼
稚
園
】
出
身
者
で
、
原
初

回
帰
し
た
よ
う
な
想
い
出
と
共
に
、
母
校

の
小
学
校
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。 

 

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
年
）
十
月
五
日

に
開
校
九
十
九
周
年
を
迎
え
た
関
口
台
町

小
学
校
に
着
く
と
校
門
脇
の
幸
神
社
に
三

笠
屋
文
具
店
の
古
い
写
真
、
先
生
と
同
窓

生
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
胸
に
本
日
、
お

元
氣
で
再
会
で
き
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝

で
し
た
。 

若
い
頃
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
仲
摩
に
勤
め
て

い
た
私
は
、
設
計
事
務
所
の
名
鑑
を
頼
り

に
建
築
家
を
訪
ね
て
は
、
建
築
空
間
に
グ

ラ
ス
ア
ー

ト
を
提
案

す
る
営
業

を
し
て
歩

き
、
お
蔭

様
で
平
成

六
年
（
一

九
九
四
年
）

に
株
式
会
社
野
生
司
環
境
設
計
の
伊
東
俊 

 

         

之
氏
（
現
代
表
取
締
役
社
長
で
建
築
家
、

関
口
台
町
小
学
校
出
身
）
に
よ
り
、
日
本

で
の
本
格
派
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
発
祥
の
地
で

あ
る
関
口
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
〔
明
治
二
十
一

年
（
一
八
八
八
年
）
創
業
〕
の
目
白
坂
S

T
ビ
ル
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
チ
ェ

コ
の
ヴ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
コ
ペ
ツ
キ
ー
氏
の

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
を
納
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
創
業
家
の

髙
世
氏
、
建
築
家
伊
東
俊
之
氏
他
関
係
者

に
感
謝
と
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
敷
地
内
に
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

な
関
口
水
神
社
も
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
か

つ
て
小
学
校
給
食
で
も
大
変
美
味
し
い
と

評
判
で
あ
り
客
が
絶
え
な
い
地
域
文
化
と

し
て
根
づ
い
て
い
ま
す
関
口
フ
ラ
ン
ス
パ

ン
、
こ
の
目
白
坂
本
店
の
素
敵
な
空
間
で
、

出
来
た
て
の
パ
ン
を
選
ん
で
召
し
上
が
っ

て
く
つ
ろ
ぐ
の
も
よ
い
し
手
土
産
に
も
お

勧
め
し
ま
す
。 

さ
い
ご
は
、
同
窓
生
（
住
職
：
野
口
義

之
氏
）
の
由
緒
あ
る
浄
土
宗
の
養
國
寺

〔
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
年
）
に
起
立
〕

で
、
一
息
つ
い
て
、
庭
か
ら
空
を
見
上
げ

る
と
虹
が
出
て
い
て
皆
喜
び
、
奥
様
か
ら

す
ぐ
近
く
に
あ
り
戦
災
で
焼
失
し
た
目
白

不
動
等
の
お
話
し
を
伺
っ
て
、
九
人
の
史

跡
巡
り
は
無
事
に
終
わ
り
解
散
、
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。 

レ
ジ
ュ
メ
に
は
福
島
進
子
先
生
か
ら

「
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
町
」、
小
池
孝
会
長

か
ら
「
忘
れ
ら
れ
な
い
大
切
な
場
所
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
令
和
七
年
（
二

〇
二
五
年
）
は
、
あ
な
た
も
ま
ち
巡
り
に

出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

未
来
に
向
け
て
開
か
れ
た
地
域
愛
の
道
に

繋
が
る
大
切
な
も
の
を
観
つ
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

☆
仲
摩
マ
サ
枝
さ
ん
に
感
謝
！ 

 
 
 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
仲
摩
元
ス
タ
ッ
フ 

相
原
孝
一 

 

■
美
術
館
情
報 

 

◆
横
浜
美
術
館 

横
浜
美
術
館
が
今
年
二
月
、
全
館
オ
ー
プ

ン
を
迎
え
ま
す
。 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
展
「
お
か
え
り
、
ヨ
コ
ハ
マ
」 

会
期
：
二
〇
二
五
年
二
月
八
日
～
六
月
二
日 

さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
、
所
蔵
品
の
魅

力
を
紹
介
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
。 

近
現
代
を
中
心
と
し
た
多
様
な
美
術
を

独
自
の
視
点
で
読
み
解
く
企
画
展
。 

グ
ラ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
彫
刻
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
８
・
９
や
屋
外
の
作
品
な
ど
も

お
忘
れ
な
く
。 

お
気
に
入
り
の
作
品
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

h
ttp

s://y
o
k

o
h

a
m

a
.a

rt.m
u

se
u

m
 

◆
富
山
市
ガ
ラ
ス
美
術
館 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展 

光
の「
う
つ
わ
」 

会
期
：
開
催
中
～
六
月
一
日 

h
ttp

s://to
y
a

m
a
-g

la
ss

-a
rt-m

u
se

u
m

.jp
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                 
 

◆
黄
金
崎
ク
リ
ス
タ
ル
パ

ー
ク
ガ
ラ
ス 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

｢

ガ
ラ
ス
の
表
現
・
多
彩
な
表
面｣

展 

会
期
：
開
催
中
～
六
月
十
八
日 

h
ttp

s://ik
o
y
o
-n

ish
iiz

u
.jp

/cry
sta

l/m
u

se
u

m
/ 

※
い
ず
れ
も
展
覧
会
詳
細
は
各
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

《
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コぺツキー作品の前で 

左から参加者／福島進子先生／ 

筆者・相原孝一氏／参加者 

関口フランスパンにて 

https://yokohama.art.museum/
https://toyama-glass-art-museum.jp/
https://ikoyo-nishiizu.jp/crystal/museum/
mailto:nakama@nakama.co.jp
http://www.nakamo.jp/

